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551013037 - LMP8100 
評価用ボード・ユーザー・ガイド

ご注意：日本語のアプリケーション・ノートは参考資料として提供しており、内容が
最新でない場合があります。製品のご使用に際しては、必ず最新の英文アプ
リケーション・ノートをご確認ください。

本評価用ボードには LMP8100 と、LMP8100 のレジスタを
プログラミングするための論理回路が含まれます。

コネクタ、ジャンパ、テスト・ポイント

電源

評価用ボードの電源用に 3 つのバナナ・プラグがあり、そ
れぞれ GND、V ＋、V －のラベルがついています。＋ 5V
の単一電源または± 2.5Vの 2電源を使用できます。

信号コネクタ

信号用に 3つのコネクタがあります。

J1 入力信号用の BNCで、VINのラベルが付いています。

J2 出力信号用の BNCで、VOUTのラベルが付いています。

J3 マイクロコントローラに接続できる 5 ピン・ヘッダで
す。評価用ボード上の論理回路を使用しない場合は、
マイクロコントローラを使用してLMP8100のレジスタ
に書き込むことができます。「マイクロコントローラを
通じたレジスタへの書き込み」を参照してください。

ジャンパ

評価用ボードには 6つのジャンパがあります。

JP1 LMP8100 の SCK ピンをボード上の論理回路または J3
に接続します。

JP2 LMP8100 の SDI ピンをボード上の論理回路または J3
に接続します。

JP3 LMP8100の CSピンをボード上の論理回路または J3に
接続します。

JP4 LMP8100 の V －ピンを V －バナナ・プラグまたはグ
ラウンドに接続します。

JP5 LMP8100 の GRT ピンをグラウンド、低インピーダン
ス DC電源、または ACグラウンドに接続します。「低
インピーダンス DC電源」を参照してください。

JP6 低インピーダンス DC 電源で使用しているオペアンプ
のイネーブル・ピンを、＋ 5V (イネーブル )またはグ 
ラウンド (ディスエーブル )に接続します。

テスト・ポイント

テスト・ポイントは次のように接続されています。

TP1 - ＋ INピン

TP2 - GRTピン

TP3 - SDOピン

TP4 - VOUTピン

TP5 - SCKピン

TP6 - SDIピン

TP7 - CSピン

ハードウェア・セットアップ

レジスタ・プログラミングのセットアップ

1. ボード上の論理回路を使用してLMP8100レジスタをプロ
グラミングするには、ジャンパを次のように接続します。
JP1 - ピン 2と 3
JP2 - ピン 2と 3
JP3 - ピン 2と 3

2. 外部マイクロコントローラを使用して LMP8100レジス
タをプログラミングするには、ジャンパを次のように接
続します。
JP1 - ピン 1と 2
JP2 - ピン 1と 2
JP3 - ピン 1と 2
外部マイクロコントローラを J3に接続します。

電源のセットアップ

1. ＋ 5V電源
ジャンパを次のように接続します。
JP4 - GNDとセンター・ピン
＋ 5V電源を V＋と GNDバナナ・プラグに接続します。

2. ± 2.5V電源
ジャンパを次のように接続します。
JP4 - V－とセンター・ピン
＋ 2.5V 電源を V ＋バナナ・プラグに、－ 2.5V 電源を
V －バナナ・プラグに、電源グラウンドを GND バナ
ナ・プラグに接続します。

GRT ピンのセットアップ

1. GRTピンをグラウンドに接続するにはジャンパを次のよ
うに接続します。
JP5 - GNDとセンター・ピン
JP6 - GNDとセンター・ピン

2. GRT ピンを低インピーダンス電源に接続するにはジャ
ンパを次のように接続します。
JP5 - DCとセンター・ピン
JP6 - V＋とセンター・ピン

3. GRT ピンを AC グラウンドに接続するにはジャンパを
次のように接続します。
JP5 - AC GNDとセンター・ピン
JP6 - GNDとセンター・ピン

部品

評価用ボード上に種々の負荷を接続できます。R8の直列抵
抗をジャンパによって変更または置換できます。R4の抵抗
性負荷を変更できます。C24と R9を使用して AC結合負荷
を追加できます。C4 に容量性負荷を追加できます。R8 に
ジャンパがセットされている評価用ボードには、6～ 7pFの
寄生容量があります。
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ボードの使用

入出力信号

入力信号は J1 (VIN)を使用して LMP8100 に接続されます。 
出力信号は J2 (VOUT)から取り出されます。

LP8100 のプログラミング

LMP8100内のレジスタは、スイッチ SW1と SW2を使用し
てプログラミングできます。SW1は 8つのスイッチによっ
て構成され、それぞれ LMP8100レジスタの 8つのビットに
対応して G0、G1、G2、G3、PO、0、C0、C1のラベルが付
いています。スイッチが Up になっている場合、対応する
ビットに "0"がプログラミングされています。  SW2は、デー  
タを LMP8100のレジスタに読み込むために使用します。

例えば、ゲイン 6と補償レベル 1を読み込むには、SW1を
次のように設定します。

G0 - Down = 1

G1 - Up = 0

G2 - Down = 1

G3 - Up = 0

PO - Up = 0

0 - Up = 0

C0 - Down = 1

C1 - Up = 0

SW2 をプッシュすると、データが LMP8100 のレジスタに
読み込まれます。Table 1は、レジスタ値が取り得る値を示 
しています。

TABLE 1.   Register Values

低インピーダンス DC 電源

GRTピンに DC電圧を印加できます。GRTピンは内部ゲイ
ン設定抵抗に接続されるため、この DC 電源は低インピー
ダンスでなければなりません。GRTピン上のインピーダン
スによって LMP8100のゲインが変化します。評価用ボード
上のDC電源はオペアンプU1を使用して低インピーダンス
電源を供給できます。DC電源を使用するには、オペアンプ
を実装し、DC を JP5 のセンター・ピンに接続し、V ＋と
JP6のセンター・ピンを接続します。電圧を設定するには、
R1を調整します。

マイクロコントローラを通じたレジスタへの書き込み

マイクロコントローラを使用してLMP8100をプログラミン
グすることができます。ボード上のレジスタ・プログラマ
を LMP8100から切断するには、JP1、JP2、JP3のピン 1と
2 を接続します。マイクロコントローラの信号は、J3 を通
じて LMP8100に接続されます。
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基板レイアウト

FIGURE 2.   Top Layout

FIGURE 3.   Bottom Layout
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2008 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。
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